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Abstract 　The　Midd ！e　Miocene　rhyolite −dacite　lava　flows　and 　associated 　acidic　pyroclastic　rocks
are　widely 　distributed　in　the　 southern 　area 　of　North・East　Japan．　This　volurnes 　 are 　 about 　3500
km3，

　　The　acidic　rocks 　are 　classified 　 into　 two 　series ，　 based　 on　thier　phenOcryst　composition ，
namely ，　the　Pyroxene　and 　the　Amphibole　Series．　The 　phenocrysts 　of　the　Pyroxene　Series　are 　of

c！inopyroxene（Mg ／Fe 十 Mg ＝0、60− O．05），　orthopyroxene （Mg ／Fe 十 Mg 二〇．52 − 0、26），　plagiGclase
（AD 　30 − 85）and 　quartz．　Iron−rich　pyroxerle　are　the　most 　characteristic 　feature　of 　the　Pyroxene
Series、　The　phenocrysts　of　the　Arnphibole　Series　are 　of 　hornblend（Mg ／Fe十 Mg ＝0．70− O．50），
cummingtonite （Mg ／Fe 十 Mg ＝・O．65− 0．610r　O，37− 0．35＞，　orthQpyroxene （Mg ／Fe十 Mg ；0．62− 0．47），
clinopyroxene （Mg ／Fe＋ Mg ＝ 0，75−．0．65）．　biotite，　plagioclase（An 　17− 63）and 　quartz、

　　Rhyclite−dacite　and 　perhte　have　various 　K20　content ．　In　comparisorl 　with 　rhyohte −dacite，　per−
lite　is　low　in　normative 　Q ＋ Ab ＋Or，　K20，　CaO 　and 　FeO ，　rernarkably 　depletes　in　Sr．　In　additionl

the　perlite，　especially 　that　of　the　 Arrlphibole　Series，　is　characterized 　by　low （Eu）A （二Eu2ザEu3＋

）．

　　Geochemical　and 　petrographic　studies 　indicate　that　the　differentiation　process　of 　the　acidic

magma 　is　interpreted　as　the　fractional　crysta ！ization　of　plagioclase　and 　maflc 　mineral 　in　the 　pro−

portion　of 　several 　percents．

　　In　addition ，　volcanism 　zone 　in　the　Tsugawa −Aizu 　Province　consists 　of 　the　Bimodal　Volcanism
Zone　and 　the　Amphibole　Zone．　The 　Bimodal　Velcanism　Zone　is　characterized 　by　the　 acidic 　rocks

of　the 　Pyroxene 　Series　and 　basaltic　rocks ，

は　 じ　 め 　 に

　東 北 目本 弧 内 帯 グ リーン タ フ 地 域 の 火 成活動 に っ

い て は，棚井 ・新堀（1951）・生出 ・大 沼（1960）・藤

iE（1960）・大沢（1963）な どに よ り造構 史との 関係 か

ら検討 され，火 山岩類 の 種類 と，時代及 び 活動 の 場

所 と の 閼係 が 論じ られ て きた．ま た，火山岩岩石学

　 ・北 海道立 地 下 資源調 査所

　　Geological　Survey　of　Hokkaido，　Sappro ，060，　Japan、
　 ＊ ＊ 石 油 資源 開 発株式会 社

　　Japan　Petroleurn　Exploration　Co．，　Ltd．，　Tokyo、100，
　 　 Japan．

艸 ・ 北 海道教育 大学函 館 分 校地 学 教 室

　 　 Department 　 of 　 Earth　 Scien¢ e ，　 Hakodaしe　 Branch　 of

　　Hokkaido　 University　of　 Education、　 Hakodate，040
　 　 Japan．
i＊ ti 新潟 大学理 学部地質鉱物学 教 室

　　Department　 of　GeoEogy　and 　Mincralogy，　 Faculty 　of

　　Science，　Niigata　University，　Niigata，950−2ユ，Japan，

的記載お よ び 全岩主 化 学組 成 に つ い て の 検討 は，宮

城 （1963）・大沢 （1963）・
今 田 （1965・1974）・茅原

〔1967）・
大 口 （1983）・富樫 （1983）などに よ り進 め ら

れ，と くに ，玄 武岩
〜
安 山 岩 に つ い て の 分 類 や ア ル

カ リ ・ア ル ミナ に 注 日 し た岩 石 区 の 区分な どに つ い

て 論 じ ら れ て きた ．また ，同位体 に よ る研 究 は ，周

藤（1974）に よ F）行 なわ れ，火 山岩 の 始 源物質 に つ い

て 初 め て 論 じら れ た ．

　 しか し，グ リー
ン タ フ 地 域 の 中で ，主 に 酸性 火 山 岩

に っ い て は変質作用 に よる 解析 の 困 難 さ も加 わ り，

ま だ ，十分 な分析資料が 得 られ て い な い ．小 論 で は

東 北 日本南部 の 津川
一

会津区 〔島津，．1973） を例 に

酸性 火山岩 の 岩石 化 学的特徴 を中心 に 述 べ る ．．津川
一

会津区 は 中期 中新 世 の 主 に 西 黒 沢 期 に 発生 し た堆

積 盆 地 群 が NW − SE 方向 に 配列 して い る こ と を特
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徴 とす る ．こ の こ とは，出生 ・大沼 （1960 ＞が 指摘

した NNE −…SSW 方向の 地 質区 で あ る奥羽 帯
・
出羽

帯 と斜 交 した 地質区が 西黒沢期 に 発 生 し（第 ユ図），
しか も， 津川

一
会津区 の 成 立 が 後述す る ように 酸性

火 山活動 に密接 に 関与 して い る こ と を示 して い る 〔島
渦 ，　L973 ；ノ又1］1］ms，　1982　▼主殳看高Lii）．

　津 川
一

全 津区 の 酸性 火 山 岩 に 関す る岩石学的研 究

は，「二可音B・島h・聿 （1974）・SHIMAZL／ and 　TAKANo（1977）
に よ り進 め ら れ t と く に 個 々 の 酸 性 火 山 岩体 に つ い

て は，吉村
・
深 沢 〔1979）・八 r哺 （準備 11．1 ）が 言羊し い

検討 を進 め て きた ．小 論 で は 以．．ヒの f［古陵 の 資料 に つ

o

価

第 ／図 ：東北 日 本弧の 中新世 構造区 と 1：巨川 一会津 区

い て 検剖
．
しなお す と と もに 新 た に 微量元 素 の 分 析値．

を加 えて ， 津 川
一

会津区 の 酸性 火 ［1」活動 に つ い て 考

察を行 っ た ．そ の 結果 ， 各火 山 岩体内 で 分別結晶作

用 が 進 行 して い る こ と，斑晶鉱 物 の 組合せ の ち が い

が 広域的に 認め ら れ，火 山 岩 の ち が い が 西黒 沢 期 の

堆 積
．
盆 地 の 発 達過 程 と密接 に 関与 L て い るこ とが 明

らカ・と な っ た ，
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授，北 海 道 大 学 番場 猛 夫教 授 に は 常 に 御 討 論 し て

い た だ い た．放 剔
．
化分析 を行 う に あ た り，武 蔵二1二業

大 学 原 子 力研 究所 の 平井昭司先生 は じめ 関係職員 の

力
．
々 に は 原子 炉照 射 お よ び γ線 ス ペ ク トロ メ トリー

に つ い て 御1指導 ・御 協力い た だ い た ，黒川直子 氏 に

は 野 沢 地 域 の ，斑晶鉱物 の 分 析値 を教え て い た だ い

た ．

　以上 の 方々 に ， 厚 く感謝 の 意を表 し ま す ．

火 山 活動 の 概要

1 ．西 黒 ？尺期の 火 Lil活動

　津川
一

会津区 に お け る 第 ＝モ紀 の 火 山 活 動 の 変遷 を

地 域 ご と に まとめ，第 2 図 に 示した ．こ れ か ら 明 ら

か な よ うに ，西 黒 沢 期 に は 全地 域 を通 じて 火 山 活動

が 屯越 して い る ．西 黒 沢 期 の 地 層は 津 川 層と大 満層
．
ド部層お よび その 相 当層 で ある，西黒沢期の 火山活

動 は 酸性 火 山岩 を主体 と しな が ら も少 量 の 玄 武岩 を

伴 う birnodal　volcanig．　m 　に よ っ て 特…徴づ け ら れ る ，

　 津 川
一

会津区 に お け る酉黒沢期 の 酸性 火 111噴 II［
1
，物

の 全体積 は 約 3，5001qn．iに 達す る（第 3図 ）．津川 層

下 部層堆 積時を 1期，津川層上部層堆積時 をII期，

天 満層 下部 層堆 積 時 を III期 と す る と，全 噴 出物 景 の

約 7 割 が II期 の 産 物 で あ る ．また ， 1 ・II期 と も全

火 Ill噴 出物 中の 火 砕 韋隷 頁の 割 喬 は 約 7割 で あるの に

対 し，III期 で は 9割以上 を占め て い る．

2 ．酸性 火 山岩体 の 特徴

　 第 4 図 に 津 川
一

会津区 の 構造図 を示 した ．津 川
一

会津 区 に は ，
NW − SE 方向 に 多数 の 盆地 が 配列 し

て い る ．酸
’1生火山 岩 の 噴出場 と盆地 の 発 達 史 と の 関

係 に っ い て は、八 幡 （1982 ・投 稿 中）が 報告 し た ．

こ れ に よる と，酸性 火 山 岩 は 各堆積盆 地 縁 辺 部 の 断

裂帯 に 沿 っ て 噴 出し， 熔岩 ドーム を形成 して い る ．

各熔岩 ドーム は 厚さ 300 〜500m に 達 し，同質 の 貰入

岩 を伴 うこ とが 多い ．そ れ ぞ れ の 岩体 内 で は岩 相 の
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第 2 図 ：津 川
一

会 津 区 に お け る 第三 紀 火 山 活動の 概要

　　 1 ：三 JII，　2 ：；“，111，　3 ；入珪ζi頼，4 ：只 見，
　　 5 ：宮

．．
ド，6 ：会 津南西都、7 ：野 沢，8 ：喜

　　 多方，9 ：米 訳，10 ：会津南東部，11 ；田 島，
　 　 12 ：糸訳

変化や 斑 晶 鉱物組 合 せ の ち が い が 認 め られ る．と く
　 　 　 　 ヰ

に 真珠岩 は 単 に 岩体 の 周縁 急1令相 で は な く ， 流 紋

岩や 石 英安山岩 とは 異な る生成過程 を経 た もの と考

え られ ，後 述 するマ グマ 溜 り中で 不均質 な 部 分 力
ご

生

じた もの と考 え ら れ る．こ の 点 に つ い て 産 状 か ら検

討す る と，吉村 ・深 沢（ユ979）・
古村 ・深 沢 ・八 幡

（1984）・八幡 （投稿 中）が 指摘 した ように ，真珠岩

は石 英安 山岩あ る い は 流紋岩熔岩中に 数 m の 厚 さ で

介在 した り ， あ る い は 熔岩 ド
ー

ム の 約 5 〜7 割 を占

め ， そ の 厚 さ も 150m に 達す る場合 が あ る．また，

真珠岩 は 斑晶鉱物組合せ や鉱物組成 ・
全岩主化学組

成が 周囲の 流 紋 岩や 石 英安山 岩 と異 な っ て い る場合

が 多い ．な お 藻 姻 に 今 回 と りあっ か っ た 試料 の

産出位置 を，付録 に 試料番号お よ び 岩 石 名を示 した．

斑 晶鉱物 に っ い て

　 酸性 火 LLI岩 の 斑 晶金ll物 組 合せ は 各
．
岩体 ご とや 時 期

に お い て も異な り（第 ／ 表 ），主 に 2 つ の 系列 に 区分

で きる．そ れ は 輝 石 を主体 と した 系列 （Px 一
系列 ）

　と 角閃 石 を 主体 と した 系列 （Am 一
系列 〕 で あ る．

前者 は 単斜 輝 石 ・斜 庁輝石 の い ず れ か．あ る い は 両

著 の 組 合 せ で 特微づ け られ ， 真珠岩中 に 多 く認め ら

れ る．後 者 は ホ ル ン プ レ ン ドを主 と しt他に 黒 雲 母 ・

斜方輝 石 を伴 い ，まれ に カ ミ ン グ トン 閃 石 ・単 斜 輝

石 を含 む 組．合 せ で ，熔岩中 の み な ら ず 軽 石 中 に も多

く認 め られ る、各鉱物 の 化 学組成 に つ い て は，す で

↓こ 害ヰ寸・｝果沢 （1979）　
・
〒舞†寸　・で也（1984）　・ノUl霜　（ジ隹イ薦

巾〉が 報告 〔、て い る の で ，こ こ で は い くつ か の 新 し

い 分 析f直を含 ド）て ，そ の 特徴 に つ い て 述 べ る，な お，
第 5 図 蒲 6 図 に 各鉱物の 組成 をet しそ れ 示 した ．

1 ．斜
・
長石

　 斑 晶 斜 長 石 の 化 学組［黄は Px 一
系 列 と Am 一

系 列 と

で は 顕著 な・差 が あ る の で，そ れ ぞ れ に つ い て 以
．
ドに

述 べ る，

　 まず，Px一
系列 の 斜 長石 斑 晶 は 真 珠 岩 中で は集斑

品 を な す 結儲 と 単独 結 咼 とが あ り，流 紋岩や石英安

lll岩 中で は ．．・般 に 単独 結品 が 多い ．斜長石 は 真珠岩

中の もの で A ・・30− 85 と11】1，1広 く，流紋岩 ・石 英安山

岩中の もの は An　3〔〕一．50 で ，会津盆地 の 源 田 沢石英

安 山 岩 で An　60 に達す る ．高 い An 成分 を有す る 斜

長石 は 集斑 贔 をなす結 晶で あ る こ と が 多い ．ま た，
柑 帥 の 斜 長 石 の 組成 は A ・ 3〔〕

一・−4。 付 近 が 多く斑 躍，

斜長石 中の 単 独 結 晶 と同 様 の 組成 を示 す．

　
．一方，Am 一系 列 の 斜 長 石 斑 晶は軽 石 や 真珠岩 「li

に 多く，角閃石 と集斑 品 をなす こ とが 多い ．しか し，
流紋岩中で は結晶の 量 も少 な く，単独 結晶の 場 合 が

多い ．斜長イ
．1の An 成 分 に っ い て は，会津盆 地 の 海老

L甲 rl流 紋 岩 体 に つ い て の み 検 討 した が ，こ こ で は 真

珠 岩中の もの で ArL　21 − 32，流紋岩中 の もの で AFI47
− 63と，一一

般 に 真珠岩 中の もの が 低 い ．また，諏訪

峠岩体 で は 黒 雲 母
一斜長石 ．一石 英 の 斑 晶 をもつ ．真珠

岩 が 産す る が ，こ の 斑 晶斜長 石 は An 　17−−36で あ る．

＊ 小 踰 で
．
あ っ か う：慮珠 害

．
とは，全 岩主化学 組成．Lは STR巳．

CKEISEN （1967）1こ よ る Dacitu．tuRhyodacjte．であ るカ  糾｛

織 に 真 珠 岩構 造 が 認め られ る ガ ラ ス 質 火 山岩を さ す．
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第 3 図 ： 各ス テ
ー

ジ に お け る 酸性 火山 岩類 の 噴 出1量 と真珠岩 ・
石 英 安山岩一．流紋岩 お よび 凝 灰 岩類 の 比 率，

　 　 　 　 1・II・m は そ れ ぞ れ 津Ill層下 部 層堆積 v寺，津Ili層上部層堆 積 時，天満層堆積貼 を示 す．

第 ／表 各盆 地 に お け る 火 山岩 頌の 種 類・

τ5ugqwq 　 　B 。 sin 卜bz 。wo −Miγ。5hi 毛o 　Bgsin Aizu8q5 工n

Northern　PgrtWes 七ern 　PortEqster 口 Pqrt We氈 er 冖 PqrtEo5tern 　Port
Suwq　Po55Muroyo Houkowo EbiソomqH エgq5hi心 notq

Qpx−Cpx Bi−P」mio 巳 Bi−P凵m 二ceOpx −Hor臼Bi−P凵mice BirPUm 工ce

｝11 　 一Per工ite
Bi−Perli七e

趾
一Rhソ。IRe 塹

B工
一Hor

　　
−PumiceGpx

−（やx −H・ r −PUmice
Hor−Pumice

　　　　Opx −Hor
　　　　　　 −Pumioe
Andesite

Rhy 。 lite

Bi−Rhソ。hteCpx −OpxCpx −Opx Bi−〔Cpx ｝ H 。r −（Cum ）一Perlite 一Perli七e 一
〇px

一
目。 r −PumiGe 一PUm⊥Ce

Il （Cpxべ〕px ＞ Cpx ℃
ρ
x−H。 r −Pum 乏ce Rh

γ
ohte

画 劃
’te 81−Cum

　　−Pe厂 li七e 巫

Cp 其
一
〇px Cpx−Opx−DqG工te Rhソ。よite CPXrOpx

1
一Per 工二te Rh

γ
。1ite 一Perhte

葭hソ。↓i七e qコx−Opx
BエーRhy。1ite 一Dqclte

Bi　l黒 雲 母，　 Cpx ；単斜輝石，　 Cum ： カ ミ ン グ トン 閃 右 ，　Hor ：ホ ル ン プ レ ン ド，　Opx ：斜方輝石．

2 ．輝　石

　Px 一
系 列 の 火山 岩 で は，真珠岩 中に 輝石 斑 晶 が 多

数含有 さ れ る ，輝石 は 単 斜 輝 石 と斜方輝石 か らな り，

高 い Fe 含有量を有するとい う特徴 が あ る．第 5 図 に

示 し た よ うに 単 斜 輝 石 の Mg ／ Fe ＋ Mg 比 は 0．60〜

O．05，斜 方輝 石 の Mg ／ Fe ＋ Mg 比 は O．52〜O ．26で

あ り，一
般 に 鉄 に富む傾 向に あ る ．津川盆地東部 の

宝 川 岩 体 で は 同一岩体 中に，単 斜 輝 石 の み の 部 分 と

単斜輝石 と斜方輝石 の 両者が 含有 される部分 とが あ

り，それ ぞれに 若干 ずつ 組 成 に差 が あ る （第 5 図 ）．

また，会津盆地 の 源 田 沢岩体 の 真珠岩の 単斜輝石 の

Mg ／ Fe ＋ Mg 比 は 0．60〜O．42，斜 方 輝 石 の Mg ／ Fe

十 Mg 比 は O．52〜O．33 と 同
一

試料 内 で の 組成 の 広 が

りが 大 きい ．第 6 図 に 示 し た よ うに，只 見地 域 の 小
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a 臨
b ● ■フ

C 　．・’ ：

’
ご、

d　 ★

ert °
つ

　　　　　　　　　　　 第 4 図 ：津川
一会津区の 地 質構造図

Az ：会 津盆 地，　 Fz ：布 沢 盆 地，　 Mk ：三 ）1」盆地，　 Nz ：野 沢盆地，　 Td ；只 見盆地，　 Tg ：i＄）11盆 地．
a ；第四紀火山，b ：中期 中新世 玄武 岩，　 c ：地 表 お よび浅部に 分布す る基 盤 岩，　 d ： 試 料位 置 （試 料 番 号

．
と

岩 石 名に つ い て は 付 録 参照 ），e ：等重 力線 （ρ
＝2．3）．

川沢層中の 真珠岩 か ら SHIMAzu　and 　TAKANO （／977）

は 鉄ヘ デ ン 輝石 を 見 い だ して い る ．

　以一Lの よ うに ，Px 一系 列 の 酸性 火 山岩中 の 輝石 の

組成 は，ス ケ ア ガー
ド貫 入 岩体中 の 輝石 に 比 べ Ca 含

有量 に 富む もの の ， 1期 か らIII期 に む か っ て 鉄 に 濃

集する ソ レ ア イ ト系列 の 分化系路 をた ど っ て い る．

　一一方，Arn　一系 列 の 斑 晶輝 石 は，　 Px 一
系列 の 輝石

に 比 べ 鉄 に 乏 しい 傾向 に あ り，普通 輝石 （Mg ／ Fe

十 Mg ；
　 O．75〜O．a5）， シ ソ 輝 石 （Mg ／ Fe十 Mg ＝

O．62〜O．47 ）よ りな る ．

3 ．角閃石

　角閃石 は Am 一
系列 に の み 含有 され，ホ ル ン プ レ

ン ドと カ ミン グ トン 閃石 よ りな る．鉱物組合せ は，

ホ ル ン ブ レ ン ド
ー

カ ミン グ トン 閃石 一黒雲母
一

普通

輝 石 ，ホ ル ン ブ レ ン ド
ー

シ ソ輝 石，ホ ル ン ブ レ ン ド

ー
普通輝石

一
斜 方輝石 ，ホ ル ン ブ レ ン ド

ー
カ ミン グ

トン 閃石，カ ミン グ トン 閃 石
一

黒雲母 で あ る ．ホ ル

ン ブ レ ン ドの Mg ／ Fe ＋ Mg 比 は0．70〜O．50で あ り，

野 沢地 域 の 繩沢凝灰岩や 中野凝灰 岩中 の ホ ル ン ブ レ

ン ドは わ ずか に 鉄 成分 に 富む ．ま た，布 沢 層 の 凝灰

岩 中の ホ ル ン ブ y ン ドは AIN・TiOz に 富 む 傾向 が あ

る （吉村 他，1984），

　
一

方，カ ミン グ トン 閃石 は，Mg ／ Fe ＋ Mg 比 が

O ．65〜O．61と O．37 〜O ．35 の 2 種 類 に 区分 さ れ る．前

者 は 布 沢 層 の 凝 灰 岩中 の カ ミ ン グ トン 閃石 と海老山

川 流 紋 岩 中の ホ ル ン プ レ ン ドに 伴 うカ ミン グ トン 閃

石 で あ る ．後者は海老山 川 流紋岩中 の 真珠岩 に 含有

さ れ る カ ミ ン グ トン 閃石 で あ り，こ の 試 料 に は 黒 雲

母 は 含 ま れ るが，ホ ル ン ブ レ ン ドは 含 ま れ な い ．

　　　　　　　　岩石 の 化 学組成

1 ．全岩主化学組成

　津川
一

会 津 区 の 酸 性 火山 岩 の 全岩主化学組成 に つ

い て は，阿 部 ・島津（1974）， 吉村
・
深沢（1979），八

幡 （準備 中）等に よ tr）報告 され て い る ．こ れ ら を検

討 し，第 7 図 に D ．L 値 （分 化指数
＝＝ ノル ム Q ＋ Or＋
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Mg ・
Fz

偽
曾

　　　　　　　Ca
Pyroxene　 e

AmPhib◎膾

Tn ・Nk
Ukest

口
es十

Ab

Tn ・Nk
Uk 。 St

Fe寺Mn

◎P−1 ◎r −8
　　　　　　　　 第 6 図 ：Am 一

系 列 の 斜 艮イ「
・
角 閃 石 とtslJf

’
i
’
の 化学 組 成

白四角 ：繩 沢凝灰 岩，半四角 ；中野凝灰 岩、　卜字 ：漆 窪層凝 灰 岩，黒 三 角 1塩 坪層凝灰 岩．Fzは 布沢 層凝

灰 岩，Op −1 とOr−8は 海．老…山 川岩体 ，

Al｝）　 ・
酸イ匕月勿区［を 示 し．式：．　滸幻li一会河ξレ（a）酸

’
「i…グく

山岩 は、　D ．Lf 直；69　一一　9．　6に 至る広 い 範囲をもち，

STRECKEIsEN（1967） に よ る daCite〜 rhyodadte
〜

rhy （）liteに 属 し，と くに，真珠岩 は D ．1，値 が 低 く，

dacite〜rhyodaci しe に 属す る ．ま た，　 Am ．一
系列 の

岩石 の 分析値 は 少な い が ，Px一
系列 の 岩 石 と，と く

に 顕 著 な 差 は な い ．第 7 図 で は 会津地 域 と津川地 域

に 区別 して 示 した が ，会 1聿地 域 の 源 田 沢岩体 の 真珠

岩 を除 い て は K20 含 有量 の 地 域 差 は 認 め ら れ な い ．

　　・方 ， 1
’
rij
．・D ．L 値 の 真珠岩 と石 英安山岩

〜
流紋岩

を比較す る と，前者 の CaO ，　FeO 含有量 は 後者 の そ

れ よ り低 い 値を示 して い る．

2 ．微量元素

　 前記 の 試料 の うち津川 盆 地東部 と西部 お よび 会津

盆地 に 分 布す る 火 山岩 の 微量元素 （Rb ，　Sr ，　REE ）

に つ い て 分析 した （第 2 表 ）．分 析方法 は Rb ・Sr に

つ い て は 原 子 吸光 法， REE に っ い て は 放射化 分 析

法
＊

に よ っ た ，

　微量元素の うち Rb・Sr に つ い て は，　 Am 一
系列 の

岩石 の 分析値 が 少 な い こ と もあ り，Px 一
系列 と の 差

異を識別す る に 至 っ て い ない ．しか し，1）x 　
一

系列 の

中で 真珠岩 と 流紋岩
〜

石 英 安 Lh岩 と の 聞 で ち が い が

生 じて い る．と くに 1 期 と II〜III期 の 火 Ll．1岩 を比 較

す る と，真珠岩 の Rb ／ Sr 比 は 1期 で 0．3〜・O．8，　 II

一Ill期 でO ．8〜3．0 と後 期 の 岩石 で 増加 し，そ の 間 に

Sr 含有童は約 200ppm か ら約 1  Oppm へ 減 少 す る ．
一ノf，流紋岩

〜
石英安山岩 の Rb／ Sr比 は 1期 で 0 ．3

− 0，7，II　一　IILH；jで 0．35〜1．2 とそ菱期 の 岩 石 で 増加す

る もの の ，Sr 含 有 量 は ほ と ん ど変化 は な い ．〔第 8

図 ）．

　 次 に ， REE に つ い て は，い ずれ の 試料 も軽
．
希 土 に

富 む パ ター．．・
ン と な っ て い る．ま た，Eu の 負の ア ノ

・一

マ リー一〔Eu 〕A は 顕 ・著で ，と くに，　 Am 一
系 列 の 試料

Op− ］と M − 1の （Eu ）”t は 著 しい 〔第 9 図 ・
第 10

剛 ．

　
．・
方，各岩体 ご と に み た 場合，会津盆地 の 源 融 沢

岩休 で は，石 英安 山岩 と真珠岩を比 較す る と，後 者

の REE 存在量が 多い ，津 1「i盆地 東部の 宝川岩体 の

場 合 ，真珠眷 と流紋 岩 との 間 で REE パ タ・．一ン ・存

在量 と も顕 著な差 は な い ．

＊ 放 射
．
化 分折 に つ い て は 以 ドの とお りで あ る ．試料 を乳

鉢 で す りつ ．lrし，約 O．8g を ポ リ エ チ レ ン 袋 に 入 れ て密

封 し，武 蔵
．
T：叢 大 学 原

一fL力 贋ナト究 听 の 中央実 験 管 〔熱 中
・
「生

　r．束密 度，4× lem［i．lcrnV’　・　Sec）で 1．ド牲イ
．
を 4 時闇照身す

　した．約 9〜10 日ll｝1冷 却 後 と、　 L5−一・と6　Er問冷却 後1．：Ge
（1．．i）倹 出器 お よび 波 1萄分 析 器 に よ り 芥種 元 索 の 7線 を

測 定 した．また，フ ラ ．
ア ク ス 補止 は Sb の γ線 ぐ564KeV ）

　を 1吏用 した ．比 較 標 準 物 質 は W 一ユを 使 用 した．各 元

素 の 1i十数 誤 差 は，　Sm ・Eu で
．
5 ％ 以 下，　 La ・Yb で 10 ％

以 下，Ce で
．1D ％前後，　 Tb ・La で to〜工5％ で

’
あ る，
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第 7 図 ：酸性 火 山岩 の 分化指数 （D ．1．値＝ノ ル ム Q ＋ Ab
　　　十 〇r）と

．
酸化 物 の 関係

　　　1−．2．：会津盆地，1 ：真珠 岩，2 ；流 紋 岩
〜

石

　　　英安 山 岩，　3− 4 ；｝聿jll盆 士也，　3　； 真 珠 岩レ　4　；

　　　流紋岩，　　　　　　　　 、
　　　図中の 直 線は，真 珠岩，流 紋 岩〜

石 英 安 山岩そ

　　　れ ぞ れ に つ い て 最
．
小 二 乗法に よ 「｝求め た平 均 線

　 　 　 で あ る．

§
O
＝

　　Sr　 ppm

　　　　　　 第 8 図 ：Rb−Sr図
1 ： 1 一ス テ

ー
ジ，II ；II〜III−一ス テ

ー
ジ，白

記号 ：流紋 岩〜石英安 山岩，黒記号 ：真珠 岩．

第 2 表 ：微量 元素の 分析値

Kp −1 　 Kd −1 　 0p −l 　 Ur一蓼 　 T −1 　 τ 一3 　M −1 　 N −3 　 N −4 　 N −5 　 N −6 　 N 一フ 　 N 幽8

SiO
　 2Kbr

α

良

S
日

山

Ge
論

』

化

物

凵

64．34 　　 76．41　　73．OS 　　 フ5．92 　　67，63　　70、07 　　 69、99　　69．67 　　 7Z ．92 　　70．85 　　 71．7Z　　ア4．26　　77．29
0．S2 　　　1．．99 　　 1．56 　　　2．66　　 1．81　　 3．19　　　2．菊 　　　2．02　　　3、4τ　　 2．43　　　2．72 　　 3．58 　　 2．87

　80．7P293
．51072

　 21．2846
．41

　 7．35
　 1．52
　 1．42
　 5，36
　 0．98

45．60121
．14222Q

．2443
．07

　 6．88
　 1，21
　 1．29
　 4，15
　 0．65

107．76102
，84go5

巳，6874
，37

】4，70
　 0．5S
　 3、09
　 9．51
　 0，96

フ3．4771
．144424

．935
ヲ．9巳

　 9．go
　 L30
　 1．70
　 5．43
　 0．go

106，76159
．267835

．3973
．76

　 8．17
　 1．15
　 1．80
　 5．03
　 0．89

99，Is62639

．22102
，lelO
．3γ

　 1．57
　 2，17
　 6．58
　 1，12

208，14
］06．152823

．2467
，65

　 7．30
　 0．24
　 2．11
　 5，64
　0．97

140，17114
．967440

．亅ZgO
，6711
．42

　 1．4‘

　 2，33
　 7，2Z
　 1．21

1囗 ，951
］9．482641

．741
汐 ．4310
．03

　 1．23
　 2，15
　 5．66
　 t．02

113，P379
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第 9 図 ：酸性 火 山 岩の REE パ ターン

　 　 試料番号 は付 録 参 照．

考 察

ユ．斑晶鉱物 の 晶出条件

　 Px 一
系列 と Am 一

系列 の 斑 晶鉱物 の 晶出条件 に つ

い て ， そ れ ぞ れ 述 べ る ．

　 Px 一
系列 の 岩 石 中 の 輝石 斑 晶 に 伴 う磁 鉄 鉱

一チ

タ ン 鉄 鉱 よ り求 め た 温 度 と酸素 フ ィ ガ シ テ ィ
ー

に っ

い て 　BuDDINGToN　and 　LINDsLEY．（1964）の 図に プ ロ

ッ トし， 第 11図 に 示 した ．会津盆 地 の 源 旧 沢岩体 の

真珠岩 に っ い て は 840 〜900℃，石 英安山岩 に つ い て

は 810〜860℃ と な り，前者で FMQ バ
ッ フ ァ

ー
線付

近に，後者 で NNO バ ッ フ ァ
ー

線付近 に プ ロ ッ トさ

れ る ．こ の こ とは 同
一一

岩体 中 で も真珠岩 の 方 が わず

か に 温 度 が 高 い た め に 同程度 の 湍度 に 対す る酸 素 フ

フ ガ シテ ィ
ー

が 低 い こ と を示 して い る，EWART　et 　 at ，

　（1975）は 酸性火 llLI岩 中に 産 す る 鉄 に 富 む 輝石 の 晶

出時 の 酸 素 フ ィ ガ シ テ ィ
ー

は FMQ バ
ッ フ ァ

ー
線付

近 に プ ロ ッ トされ る こ と を示 して お り，本地 域 の Px
一

系列 の 酸性 火 山 岩 も同様 の 晶出条件で あ っ た と推

定さ れ る．また，輝石 中 の 鉄 固 溶 量は 1 期 か ら III期
に む か っ て 増 大 し，只見 の 小 川 沢 層中の 真珠岩 中に

は 鉄 ヘ デ ン 輝石 が 晶 出して い る（SHIMAzu　and 　TAKANo，
1977）．さ らに ，斜 方輝石 の Fe／ Mg 十 Fe 比 は0 ．78
に 達するが ，こ れ よ り鉄 に 富 む 側 で は 鉄 カ ン ラ ン 石

が 晶出 し て い る と され （SHIMAZu　and 覧 KANO ，1977），

圧 力 の 低下 に 伴 な い 斜方輝石 が 不安定 と な り，石 英
一

鉄 カ ン ラ ン 石 が 晶出 した もの と考 え られ る ．SMITH
（1979 ）の 実験 に よる と，Fe ／ Mg 十 Fe 比 が ほ ぼ 0．80
の 斜方輝石 が 単 独 で 安定 で あ る た め に は 850〜900℃

の と き 3 〜8kb の 圧 力が 必 要 で あ る と さ れ て い る．

　
一

方 ， Am 一
系列 の 岩 石 中の 斑 晶 鉱 物 に 伴 う磁 鉄

鉱 一チ タ ン 鉄鉱 よ り求 め られ た 温度 と酸素 7 イ ガ シ

テ ィ
ー （第1ユ図）は，海老 山 川 岩体 の 真珠 岩 で 750〜

775℃ ，
− logio　fO2＝15．2〜15．8流紋岩 で 780〜790

℃ ，
− logl。fO2 耳13．2〜13．6で あ っ た ．　 Am 一系 列

の 場合，Px 一
系列 と異 な F）　，真 珠岩 と 流 紋岩 との 間

で 明 瞭 な 差 が 生 じて お り，真珠岩 の 方 が 温．度 ・酸 素

フ ィ ガ シ テ ィ
ーと も低 く， と くに 真珠岩 は FMQ バ

ッ フ ァ
ー

線付近 で あ る の に 対 し，流紋岩 で は NNO

バ
ッ フ ァ

ー線以上 とな っ て い る．酸 素分圧 の 差 に つ

い て は カ ミ ン グ トン 閃石 の 鉄固溶量 に も反映 して お

1），海老山川岩体 の 真珠 岩中の カ ミ ン グ トン 閃石 は

同一．．・岩休 中の 流紋岩 中の カ ミ ン グ トン 閃石 に 比 して

Mg ／Fe ＋ Mg 比 が 0 ．25ほ ど低 い ．カ ミ ン グ トン 閃石

の 晶 出条件 は Ew．fiRT　et α 1．（1971＞・EWART　etal ．

（1975〕 な どに よ り，New 　Zealand の 第 四 紀酸性 火

山 岩 に つ い て 検 討 され，PII・o ＝：PtQtalの 条件 で ，

Ptotal； 1 〜3Kb の 庄 力 が 必要 で あ る と され て い

る ．・．一方 ，
Am 一系 列 の 中で も輝石 を伴 う場合 の 磁

鉄鉱一チ タ ン 鉄 鉱よ l！求 め た 温 度 は 890 〜920℃ とカ

ミ ン グ トン 閃石 を伴 う場合よ りも高 い ．

　以上 述 べ た こ とか ら，Px 一
系 列 と Am 一

系列 に お

い て そ れ ぞ れ 真 珠 暑 と流 紋 岩
〜

石 英安山岩 との 間 で

温度 ・酸 素分圧 の ち が い が 生 じて い る こ とが 明 らか

と な っ た ．酸素分圧 の ちが い が ほ ぼ 水蒸気圧 の ち が

い に よるもの とす る と，酸 素分 圧 の ち が い が 斜長石
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　　　　　　 第IO図 ： （Eu）A と斜 長TIの An組 成 お よ び分 化指数〔D ．1．値 〕との 関 係

（Eu ）A ＝Eu〆Eu
’
．　pru

＊
はEuが すべ て 3 価 で あ っ た と きの 仮想的な 量で ，　Snn とTb よ ll内挿 して 求 め た ．

の 組 成 に 反映 して い る こ とが期待 され る （YODER　et 　ai ．，

1957），こ れ に つ い て 共存す る 斜長石 の Au 組成 か ら

検討 して み る．

　 Am 一
系列 の 斜長石 の 組成 は，前述 の 温 度 と酸素

分 圧 の デ ータ と調和的 で あ り，酸素分 圧 の 高い 流 紋

岩 で は 水蒸気分 圧 が 高 い た め に 真珠岩 に 比 べ 斜長石

の A 冂 成 分 に 富 む 結 果 とな っ た の で あ ろ う．斜 長 石

の An 成分 が 主 に 水蒸気分 圧 に よ っ て決 定 され て い

る 点 に っ い て は ，
Am 一

系列 の 流紋岩 ・真珠岩 中の

斜長 石 の An 成分が それ ぞれ ほ ぼ 一
定 して い る こ と

や ，諏 訪 峠 の 黒 雲 母
一

真珠岩 で も周 囲 の Px 一
系 列

の 真 珠 岩 に 比 べ 斜 長 石 の An 成 分 が 低 い こ とか ら も

支持 され る．

　 Px 一
系列 の 斜長 石 の 組成 は A1130 − 50が一

般的 で

あ り，真 珠 岩 で は ，よ り An 成 分 に 富む 斜 辰石 を含

有して い る ．従 っ て，上述 の 酸素分圧 の 条件 に 対 し

逆 の 傾向 を示 して い る．しか し，流紋 岩 ・石 英安 rll

岩お よび 真珠岩中 の 斜長 石 の An 組 成 の 最低値 は ほ

ぼ
一

定 で あ る ，こ の こ とは，Px 一
系列の 岩石 を形成

した マ グマ 溜 りに お い て，斜 長 石 の An 成分 に差 を

生 じ させ る ほ どの 水蒸気分圧 の 差 は 生 じて い な い こ

と を示 して い る ．む し ろ，斜 長 石 の An 成 分 の ち が

い は全岩主 化 学 組 成 に よ る影響 と考え る．全 岩 の Sio2

値 は 真珠岩 の 方が 石 英安 III岩や流紋岩よ り低 く，し

か も，後 述 の よ うに 斜長石 や 有色鉱物 の 分別 が 顕著

で あ っ た 真珠岩は ，分別 さ れ る 前 の 全 岩 主 化 学 組 成

が ， よ り塩 基 性 で あ っ た こ とが 推定 さ れ る．と くに，

源 旧 沢岩体 の 真珠岩 の 斜長 石 をは じめ，An 成 分 が

60以 t の 斜長石 に つ い て は ，そ の 産状が 集 斑晶 の 結

晶 で あるこ とが 多い こ とや ， 組成 Ilの ギャ ッ プ が 認

め ら れ る場合 が あ る （八ll雇｝，準備中）こ とか ら，よ

ワ SiO2に 乏 しい 液 の もと で 先 に 晶出 した結 晶が 多数

含有 さ れ た もの と考 え られ る．

2 ．分別 結 晶作 用 に つ い て

　 本地域 の 酸性火山 岩 に お け る 分 別結晶作 用 に っ い

て は，次の 4 点か ら議論 で きる．

　 第 1 に ，全岩 主 化 学 組 成 に お い て 同
一 D ．L 値．に 対

す る Ca ・Fc の 含有量 が 真 珠 岩 の 方 が 流 紋岩 ・石 英

安山 岩 よ り少 な い ．こ の こ とは斜長 石 および Fe−

Mg 鉱物 の 分 別が 真珠 岩 に お い て ， よ 1｝顕著 で あっ

た こ と を示すもの と考えられ る．

　 第 2 に ，Rb− Sr の 含有量 は 前述 の ように 1期 の
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　（Eu ）A に つ い て は 斜長 石 の 分別 に よ り説 明 す る の

が最も効果的 である，SCHNETZLER＆ P｝III．POTTS （197D）

は （Eu ），i が 斜 長 石 の An 成分 に 左 右 さ れ る こ と を示

した ．こ れ に よ る と斜 長 イfの 〔Eの A は An85 − 95で

は LO 〜2．5で あるの に対 し，　 An 　45 −− 50で は 15− 20で

あ ｝｝　t 酸性 火 出岩 中の Na に 富む斜 長石 の 分別 に は

強 い 影響を示す もの と考 え ら れ る ．

　本 地 域 の 火 山 岩 の D ．L 値 と （Eu ）．A の 関係につ い て

第 10図 に 示 し た ．An ユ7− 36の 斜長石 を含有す る Am
一

系列 の 真珠 岩 （M − 1 と Op− 1 ）で は （Eu ）tN が

0 ．07〜O．12 と著 し く低 く，と くに Ca に 乏 し い 斜長石

の 分 別が 顕薯 で あ っ た こ とを示 して い る ．Px一
系

列 の 岩石 の 〔Eu ＞A は O．　20「　
− O．69を示 して い る ．D，1．

値 の 増加 は 斜長石 の 分別が主因 で あ っ た と考えられ

る こ とか ら，Px −一
系 列 の 真珠 岩 は 流紋岩〜石 英 安 山

岩 と比 べ て D ．1．値が 低 く，か つ （Eu ）A が 小 さ い こ と

は 真珠岩 の
’
方が 分別 され た 斜長石 の 量 が 多か っ た も

の と推定さ れ る ．

第11図 ；磁 鉄 鉱
一

チ タ ン 鉄 鉱 よ り求 め た 温 度 と酸 素 フ

　 　 ィ ガ シ テ ィ
ーの 関係

　 　 BUDDINcTON　 al ／d　L ［NDSLEYU964 〕の 図に プ ロ ッ ト

　 　 した ．黒 丸 ：源 田 沢 岩 体 の 真 珠 岩，白 丸 ： 源 田

　 　 訳岩体 の 石英 安 山岩，黒三角 ：海 老山 川 岩体の

　 　 真 珠 岩，白三 角 ：海 老 山川岩 体の 流紋君，
　　 N ：中野 凝 灰 岩，S ：塩 坪 層 の 凝 灰 岩，　 T ：縄

　 　 沢 凝灰岩，IJ ：漆窪 層の 凝灰 皆．

火 山岩 の う ち真 珠 岩 は 石 英 安 山 岩 に 比 べ て Sr ・Rb

含有量 が 多い ．ま た， 1 期 か ら II〜田 期 へ の 変化 と

して 石 英 安・山 岩〜
流紋岩 の Sr 含有量 の 減少量 は 少

な く Rb の 増加 が 顕 著 で あ る．こ れ に 対 し，真珠岩

は Rb の 増加 と Sr の 減少 が 認め ら れ る ．こ の こ とは

1 期 か らII　一　III期 へ の マ グマ の 分化 の 過 程 で，真珠

岩 は 斜長 石 と輝石 の ，また，流紋岩 ・石 英安 山岩 は

斜長石 の 分 別 が 主 で あ っ た こ と を示 す ．

　第 3 に ，真珠 岩中 の 石基 ガ ラ ス は 著 し く分化 の 進

ん だ 組成 を示 す（第 3 表 ）．とくに Sio2−K20／NazO

の 変化 をみ る と （第 ユ2図），真珠 岩は Sio2 に 乏 しい 岩

有 で あ る に もか か わ らず，石 基 ガ ラ ス は SiO2，　K20f

Na20 に 富 み ， 著 し く鉱物の 分 別 に よ り分化 した 組．

成 を示 して い る ．

　第 4 に ，REE に お け る （Eu ）A は 1 期 か らII　− II［

期 へ の 分化 に 伴 っ て 小 さ くな っ て い る （第 1  図 ）．ま

た，同一岩 体 内 で は 真 珠岩 は 常 に 同 程 度 の D ．1．値 を

有す る 流紋岩
〜

石 英安山岩 よ り（Eu ）A が 小 さ い ．

第 3 表 ：真 珠 岩 中の 石 基 ガ ラ ス の 化学 組成の 平 均値

　 　 　 　 Kp −3　　KE）
旧2　 Qp −1　　 N 　　　t　　　　m

　 　 　 　 83．］9　 83，08Sio2

：i：ε3
認

鬻

1ぎ

O．1411
．941
．640
．05D
．101
．13D
．771
．04

0．1112
．421
．480
．080
，081
．140
．590
．89

82．SlD
．0212
．850
．4已

O．010
．061
，42t
．211
．44

78，980
、elIZ
．471
．400
．050
．040
．942
．S53
．45

8D．890
．1112
．431
．500
．α50
．03

α．75T
．472
，67

81．fi20
．0912
．561
．220
．040
．091
．180
．712
．49

分析 は EPMA に よ t，行 っ た，全 鉄 は Fc20 ：ユ と し

て計 算 ・表 示 して あ る ．
N はN −1か らN ・．6ま で の 平均 値，tは T一ユか らT ・3
まで の 平均値，In はM −1とM −2の 平 均値 で あ る．

　以 Eの 検討 か ら，酸性 火 山 岩 の 分化過 程 は 流 紋岩
〜

石 英 安 Lh岩 で は 斜長 石 を主 と し た 分 別結晶作用 に

よ り， また，真珠岩 で は 斜 長 石 と輝石 あ る い は角閃

石 の 分 別 結 晶作 用 に よ り説明 さ れ，．（E の A や 石 基 ガ

ラ ス の 組 成 か ら も分 別 の 程 度 が か な り大 きい もの と

考 え ら れ る ．
3 ．Bimodal　voicanism 　zone と Amphibole　zone

　以上 述 べ て きた Px 一
系列 と Am 一

系列 の 岩 石 は

分 布上 ほ ぼ NNE 方向 の 帯状 配 列 を示 す ．こ こ で Px
一

系列 の 岩 石 の 分布域 に は 同 じ時期 に 活動 した 少 量

の 玄 武岩 を伴 うこ とに ょり Bimodal　volcanism 　zone

と，また Am 一
系列の 岩石 の 分布域 を Amphibole　zone
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第 12図 ：SIO，−K20 〆Na ．．o図

　 Sio2はH20 を除い て 冉計 算した 値．

と呼 ぶ こ と に す る （第 4 図）．す で に 述 べ て きた よう

に ，Px 一
系列 の 岩石 中 の 輝石 は 3 〜8Kb ，ま た ，

Am 一
系列 の 岩石 中の カ ミン グ トン 閃石 は 2Kb 前後

の 圧 力条件が 必 要で あ る こ とか ら Bimodal　volcanlsm

zone に お け る酸性 マ グマ は Amphibole　zone に お け

る酸性 マ グマ に 比 べ 深 所 で 結 晶 作 用 を進 行 させ た も

の と考
．
えられ る．

　津川
一

会津区 の 酸性 火 山岩 の 起源物質 に つ い て，

周 藤 （1973 ）は 酸性 火 山 岩 の Sr87／SrB6値が 0．7039〜

O ．7047 と 低 く，同 地 域 の 玄 武 岩 と ほ ぼ 同様 の 値 を示

す こ と か ら，そ の 起 源を上部 マ ン トル の 水 を含む カ

ン ラ ン 岩 の 部分熔 融 に よ っ て で きる で あ ろ うと推定

して い る ．八 幡 （準備 中）は 会津盆地 の 酸性 火 山 岩

は 玄 武 岩 か らの 直接 の 分化物 で は な い こ と を示 し た

が ，玄武岩 と酸性 火山 岩 の 成 因 関係を 論ず る場合 に

前 述 の 酸性 火 山 岩 の 斑 晶鉱物 の 晶出条件 を さ らに 検

討す る こ と が 必要 で あ る．Blmodal　volcanism 　 zone

と Arnphibole 　zone の そ れ ぞ れ の 酸性 火 山岩 は そ の

生 成 に お い て 基本 的 に 異な っ た プ ロ セ ス を経 た もの

と推定 され るが，具体的な検討は 今後の 課題 と した

い ．さ らに ，造構 史 との 関連 で は，八幡 （1982，投稿

中），八 幡 他（1982）は ，津川
一

会津区 の 中で 野沢か

ら宮下 地 域 ，す な わ ちArnphlbole　zone で は 津 川層最

上部お よび それ以降 の Pt　一上部中新統 の 火砕岩 中 に

い くつ か の 不整 脊を見い 出 し，小 規模の 上 下 運動 が

くり返 され た こ とを示 した ．こ の こ とは ，Amphibo ］e

zone の 酸 性 マ グマ 溜 りが 浅所 に 位置 した こ と と密

接 に関与し て い る もの と考 えられる．また，野沢 盆

地 な どで ，陥没構造 が 現 われな い 原因 に つ い て もマ

グ マ 溜 t）の 位置 が 浅所 で あ る こ と と何 らか の 関係 が

あ る もの と考 え ら れ る．

　以上 の 点 は 津川
一

会津区の 堆積盆 地 の 発 生
一

形成

過 程 を検討す る上 で ，酸性 マ グマ の 役割 が 極 め て 重

要 で あ る こ と を示 して い る．
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　　　　　 付録　　試料番号と岩石 名

1　　 諏訪峠
一

行地 岩体

　 m 一ユ； 黒雲母　真珠岩

　 m −2 ： 単斜輝石
一

斜方輝石　真珠岩

　 m −3 ：流紋岩

2　　福取岩体

　 T −2 （t−2）：斜 方輝 石 　真珠岩

3　　 宝川岩体

　 N −1 （n 一ヱa，n −1b）：単斜輝石 　真珠岩

　 N −2 （n −2）：単余斗輝石　　真珠岩

N −3 （n −3）： 単斜輝石　真珠岩

N −・4 （n−4）：単斜輝石 　真珠岩
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　　 N −5 （n −5）：単斜 輝石
一

余
こ

！方輝面 　真珠 岩

　　 N −6 （n −6a，　n −6b）1 単 斜 輝 石 　 斜 方 輝 石 　真 珠 岩

　　 N −7 （n −7）： 流紋岩

　　 N −8 （n −8）： 溺己糸文岩

4 ：　 楢 山岩体

　　 T −3 （t−3）： 弔斜輝 石 　 真 珠 岩

5 ： 　鍵 月文．岩f本

　　丁一1 （t−・1）： 単斜 輝石 一．
斜 方輝 石 　真珠岩

61 　 室谷岩体

　　 Hr ：単斜輝 石 一
斜 プ鑓軍有 　真珠岩

7 ：　 中野 凝灰岩

　　Nk ： 黒雲母
一
（単斜輝 石 ）

一
斜 方輝石 一ホ ル ン ブ

　　　 レ ン ド　軽右 凝 灰 器

　　漆窪層凝灰岩

　　 Uk ： 斜 方輝 石 一
ホ ル ン ブ レ ン ド

ー
黒雲：母 　軽 石

　　　 凝灰岩

　　 塩坪層凝 灰岩

　　St ： 斜方輝着
一一

ホ ル ン ブ レ ン ド
ー

（黒雲 母）

　　　 軽 石 凝 灰 岩

8 ：　 繩 沢 層凝 灰岩

　　 Tn ： ．単斜輝石
一

斜方輝 石 　 ホ ル ン ブ レ ン ド

　　　 軽石 凝灰岩

9 ：S毎老 Lil川 岩
・
休

　　Qp−1 ： カ ミン グ トン 閃 石　真珠岩

　　 Or−8 』
カ ミ ン グ トン 閃石 一ホ ル ン ブ レ ン ド

　　　 流紋岩

　　 関根岩休

　　 Ur−1 ： 流 紋岩

10 ：　 源 田 沢岩体

　　Kd −1 ： 斜 方輝 石 　単 斜 輝．百　石 英 a ：r［1岩

　　Kp −1 ：斜 方輝石
一

単斜輝 石　真珠岩

　　Kp −2 ：斜 方輝 石一一
単斜

．
輝石　真珠岩

　　Db−1 ： 黒 雲母
一

鉄 エ デ ン 閃 石 質 ホ ル ン ブ レ ン ド

　　　　
ー一

斜 丿∫輝 石一
単斜輝 石　イ

．
茨 安山岩 （礫）

ll ： 布沢 層凝灰岩

　　Fz ： カ ミン グ トン 閃石
．
ホ ル ン ブ レ ン ド　軽 有

　　　　凝灰岩

1〜llの 各岩体 の 位 置 は 第 4 図 に 示 し て あ る．
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